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25戸で942頭、繁殖農家は260戸の588頭か－
られ、発育体積に富み、資質もよく 、年々肥育技

術の向上がうかがわれます。

審査の結果は次のとおI)です。

☆去勢牛▽名誉賞小堀捨吉さんの「敬萩8号」

▽優等1席増子市男さんの「谷田号」 ▽同2

席樫村雄幸さんの「伴萩5号」 ▽|司3席坂

ノ上日出夫さんの「吉野号」

☆めす牛▽優等賞熊代金一さんの「いしいは
芸.号，
～ジョ
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さる、 10月1日と2日の2日間にわたって「肥

育牛共進会」が家畜市場で行われました。

この共進会は毎年1回開かれるもので、今年か

13回目。出品された肥育牛は、黒毛和橦の22カ月

以上の去勢牛54頭と28ヵ月以上のめす牛8頭の計

62頭。 1日の共進会では脂肪の付着や肉質なと・の

優劣を競う審査があり、 2日目の正午からはセリ

が行われました。

当市は肉用牛の繁殖と肥育をタイア､ソフ°させな

がら、高萩産牛の声価を高めており、肥育農家は
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名
声
高
い
協
高

肥

名
誉
賞
に
小
堀
捨
吉
さ
ん

の

一人口の動き－

10月1日現在

人 口 31 ，932

男 15， 635

女 16， 297

世 帯 8， 913

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

１
１
１
１
１

会
開
か
る

前月比

(＋19）

(＋13）

(＋6）

(+12)

＝

〃

蜜鑿覧尋

茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151 ･ 1152です。
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暮らしの剛後ろ盾〃

配
偶
者
の
相
続
分
が
、
子
と
、
と
も

に
相
続
す
る
と
き
は
遺
産
の
二
分
の

一
（
今
ま
で
は
三
分
の
二
、
被
相
続

人
（
死
亡
し
た
人
）
の
直
系
尊
属
（
両

親
）
と
と
も
に
相
続
す
る
と
き
は
三

分
の
二
（
同
二
分
の
一
）
、
被
相
続
人

の
兄
弟
姉
妹
と
と
も
に
相
続
す
る
と

き
は
四
分
の
三
（
同
三
分
の
二
）
に
、

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
《
民

法
第
九
○
○
条
）
。

同
時
に
、
配
偶
者
に
対
す
る
相
続

税
に
つ
い
て
も
、
そ
の
相
続
額
の
遺

産
の
二
分
の
一
以
下
（
今
ま
で
は
三

分
の
一
以
下
）
ま
た
は
四
千
万
円
以

下
の
場
合
は
、
課
税
さ
れ
な
い
こ
と

惑
節
一
九

に
な
り
ま
し
た
（
相
続

〆
配
偶
春
の
相
続
分
が
《
弾
壷
ゞ

ふ
》
引
き
上
げ
窓
迩
惑
も
た

あ
な
た
の
生
活
を
守
る
〃
法
律
〃

『』

ト民法の改正

「
遺
留
分
」
と
は
、
相
続
人
が
取

得
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
最
低
限

度
の
財
産
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
遺
留
分
は
、
直
系
卑

属
（
子
や
孫
）
の
み
が
相
続
人
の
場

合
、
及
び
直
系
卑
属
と
配
偶
者
が
相

続
人
の
場
合
は
相
続
財
産
の
二
分
の

一
、
そ
の
他
の
場
合
は
相
続
財
産
の

三
分
の
一
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

匁
不
の
一

遺
産
を
子
供
と
と
も
に
相
続
す
る
場
合
、
配
偶
者
の
相

続
分
が
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
な

ど
、
「
民
法
及
び
家
事
審
判
法
」
の
一
部
が
五
月
九
日
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
が
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
係
の
深
い
主
な

改
正
点
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

昭
和
五
十
六
年

一
月
一
日
か
ら
施
行

遺留分も

今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
う
ち
「
相

続
財
産
の
三
分
の
一
」
と
さ
れ
て
い

る
「
そ
の
他
の
場
合
」
の
中
で
、
①

配
偶
者
の
み
が
相
続
人
の
と
き
、
②

配
偶
者
及
び
直
系
尊
属
が
相
続
人
の

と
き
、
ま
た
は
③
配
偶
者
及
び
兄
弟

姉
妹
が
相
続
人
の
と
き
の
遺
留
分
が
、

相
続
財
産
の
二
分
の
一
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
配
偶
者
の
相
続
分
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
遺
留

分
に
つ
い
て
も
、
相
続
人
中
に
配
偶

者
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
す
べ
て
二

分
の
一
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で

す
（
民
法
第
一
○
二
八
条
）
。

兄
弟
姉
妹
の

代
襲
相
続
に

制
限
が
設
け
ら
れ
る

こ
れ
ま
で
は
、
代
襄
相
続
人
（
相

ー

寄
与
分
制
度
と
は
、
亡
く
な
っ
た

人
の
財
産
を
維
持
し
た
り
増
や
し
た

り
す
る
の
に
努
力
し
た
相
続
人
に
対

し
、
そ
の
分
を
〃
ご
苦
労
賃
〃
と
し

て
上
積
み
し
て
相
続
さ
せ
る
こ
と
を

認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
農
家
や
商
店
な
ど
で
、

長
年
、
父
を
助
け
て
家
業
を
続
け
て

き
た
息
子
が
、
父
の
遺
産
を
相
続
す

る
場
合
、
寄
与
分
制
度
が
適
用
さ
れ

ま
す
。寄

与
分
の
額
は
、
相
続
人
全
員
の

話
し
合
い
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
折
り
合
い
が
つ
か
な
い

と
き
は
、
寄
与
し
た
相
続
人
の
請
求

（
申
立
て
）
に
よ
っ
て
、
家
庭
裁
判

所
が
寄
与
分
を
定
め
ま
す
（
民
法
第

九
○
四
条
の
二
）
。

続
人
が
死
亡
な
ど
に
ま
っ
て
相
続
す

る
こ
と
か
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

代
わ
り
に
相
続
す
る
人
）
の
範
囲

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、

被
相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
が
相
続
人

で
あ
る
場
合
の
代
襲
相
続
人
は
、
兄

弟
姉
妹
の
子
（
被
相
続
人
の
お
い
、

め
い
）
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
（
民
法
第
九
○
一
条
第
２

項
）
。遺

産
分
割
の
適
正
に

‐
「
寄
与
分
制
度
Ｌ

を
新
設

(2)
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宰
曝
蕊
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交
通
事
故
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の

解
消
に
交
通
事
故
相
談
を
ご
利
用
く
だ

式
」
い
。相

談
日
は
、
毎
月
第
三
水
曜
日
の
午

前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。
会
場
は
、

市
民
相
談
室
。

禰
鯉
鍔
謹
竪
差

人
件
侵
犯
事
件
の
救
済
・
訴
訟
の
援

助
な
ど
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
は
、

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
て
く
れ

ご
■
■
■

一
？
●

壷
間
恥
恥

■
■

ｒ
■
Ｐ
旬f

交
通
事
故
の
相
談

人
権
問
題
の
相
談

鱸
鍵
篝
篝
篝
篝
耀
鱸
鍵

は幸せな
●

■

“

ｄ

『

ま
す
。
委
員
は
次
の
方
で
す
。

大
和
田
知
之
（
有
明
町
・
電
ｅ
二
○

一
二
・
宇
佐
美
忠
（
安
良
川
・
己
一

四
八
八
）
・
長
久
保
忍
（
赤
浜
・
電
ｅ

四
四
二
二
）
・
鈴
木
広
次
（
上
君
田
・

竜
④
○
一
○
三
）
の
み
な
さ
ん
で
す
。

お
子
さ
ん
の
悩
み
は

児
童
の
問
題
で
お
困
ま
り
の
と
き
は
、

家
庭
児
童
相
談
へ
ど
う
ぞ
。

相
談
日
は
、
毎
週
火
曜
日
の
午
後
一

時
か
ら
三
時
ま
で
．
会
場
は
、
研
修
会

館
内
。

日
本
国
憲
法
は
「
す
べ
て
国
民
は
、

法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、

信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門

地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は

社
会
的
関
係
に
お
い
て
差
別
さ
れ
な

い
」
（
第
一
四
条
第
１
項
）

「
何
人
も
、
裁
判
所
に
お
い
て
裁

判
を
受
け
る
権
利
を
奪
わ
れ
な
い
」

（
第
三
二
条
）
と
、
法
の
下
の
平
等

と
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
数
判
に
必
要
な
費
用
が

な
く
て
裁
判
を
起
こ
す
こ
と
か
で
き

な
い
場
合
は
、
こ
の
権
利
も
生
か
せ

ま
せ
ん
。

「
法
律
扶
助
制
度
」
は
、
こ
の
よ

う
な
〃
権
利
の
泣
き
寝
入
り
〃
を
防

､
辞

稚

拙

幽

齢

癖

穂

醇

零

跨

蔀

華

二

毛

竜

萎

二

雲

声

蓉

奪

宅

悪

寒

新

亜

調

■■

ー'

鍵
鍾
簔
篝

篝

ぐ
た
め
に
、
裁
判
で
勝
て
る
見
込
み

が
あ
り
な
が
ら
救
判
費
用
が
だ
せ
な

い
人
に
、
訴
訟
・
弁
護
士
費
用
な
ど

を
立
て
替
え
る
も
の
で
す
。

立
替
金
は
、
後
日
償
還
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
資
力
が
な
い
場
合

に
は
分
割
償
還
・
償
還
猶
予
、
償
還

免
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

こ
の
法
律
扶
助
制
度
は
、
交
通
事

故
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
や
借
地
・

借
家
の
争
い
か
ら
離
婚
請
求
に
い
た

る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
民
事
上
の
ト
ラ

ブ
ル
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ

と
は
、
法
務
局
・
地
方
法
務
局
の
人

椛
相
談
窓
口
、
ま
た
は
法
律
扶
助
協

会
（
各
都
道
府
県
の
弁
護
士
会
館
内
）

無料の法律・人権相談

と き ： 12月5日（金）午前10時

ところ：中央公民館

二階大会議室

から

I
錘#

相談貝：水戸弁護士会

人権擁護相談貝

法務局ほか

無料て､直接相談に応じてくれます。

毒
垂
議
潭
塞
毒
垂
窪
菱
罐
誇 ＃

L一

家
庭
内
の
心
配
ご
と

家
庭
内
の
悩
み
ご
と
な
ど
は
、
心
配

ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ
。

相
談
日
は
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
一

時
か
ら
三
時
ま
で
。
会
場
は
、
研
修
会

館
内国

・
県
・
市
へ
の
苦
情

国
や
県
・
市
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
が
抱
い
て
い
る
苦
情
や
要
望

意
見
な
ど
を
聞
い
て
、
そ
の
改
善
を
図

る
行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

他
人
か
ら
土
地
や
建
物
を
貸
借
し

て
い
る
借
地
人
（
借
家
）
は
、
賃
貸
借

契
約
で
決
め
ら
れ
た
貸
料
を
地
（
家
）

主
に
支
払
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
借
地
（
借
家
）
人
が
貰

料
を
支
払
お
う
と
し
て
も
、
自
分
の

責
任
で
な
い
事
情
で
支
払
い
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
地
（
家
）
主
が
貰
料
の

値
上
げ
を
主
張
し
て
、
そ
れ
ま
で
の

額
の
貨
料
を
受
け
取
ら
な
い
場
合
や
、

地
（
家
）
主
が
死
亡
し
て
そ
の
相
続

人
が
だ
れ
か
わ
か
ら
ず
、
支
払
先
が

は
っ
き
り
し
な
い
場
合
な
ど
が
そ
れ

て
す
。

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

「
弁
済
供
託
制
度
Ｌ
は
借

地
料
や
家
賃
支
払
い
の

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま
す

ー

；市
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
意
見
な

ど
は
、
一
般
市
民
相
談
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
相
談
日
は
、
平
日
の
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
と
、
土
曜
日
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
。
会
場

は
、
市
民
相
談
室
。

相
談
日
は
、
毎
月
第
二
と
第
四
木
曜

日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で

会
場
は
、
市
民
相
談
室
。

直
接
相
談
す
る
場
合
は
、
神
長
新
一

相
談
貝
（
電
、
三
七
七
三
）
へ
ど
う
ぞ
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
借
地
（
借
家
）

人
は
支
払
義
務
を
果
た
す
こ
と
か
で

き
ず
、
不
都
合
な
状
態
に
陥
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
借
地
（
借

家
）
人
の
立
場
を
守
り
、
賃
料
の
支

払
い
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た

め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
弁
済

供
託
制
度
で
す
。

こ
れ
は
、
借
地
（
借
家
）
人
が
、

国
の
機
関
で
あ
る
「
供
託
所
」
に
賃

料
を
預
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際

に
地
（
家
）
主
に
支
払
い
を
し
た
の

と
同
じ
法
律
上
の
効
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。

弁
済
供
託
制
度
は
、
地
代
・
家
賃

の
支
払
い
だ
け
で
な
く
、
借
入
金
の

返
済
な
ど
の
場
合
に
も
利
用
で
き
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
賃
料
の
支
払

地
の
供
託
所
（
法
務
局
・
地
方
法
務

局
、
こ
れ
ら
の
支
局
及
び
法
務
大
臣

が
指
定
し
た
出
張
所
）
の
窓
口
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
般
の
市
民
相
談

鍵
薑

蕊

§
(3)
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水葵イキングコース

県道高萩里美線
管理所

市営駐車場

一
こ~＝至高萩市内

全

花貢川､、

鶏蕊鵠
花員ダム

ダムの堤体上は歩道に

雲霧

匡司整備されたところ
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里

。
に
三
土
捨
場
は
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
一
言
臺
臺
三
三
三
三
一
三
言
三
一

三
三
三
一
三
三
三
三
三
一
言
い
こ
い
の
場
所
に
一
三
二
三
三
訓

県
で
は
、
ダ
ム
周
辺
環
境
整
備
事
業
計
画
書
に
も
と
づ
い
て
、
昭
和
五
十

二
年
か
ら
花
員
ダ
ム
周
辺
の
環
境
整
備
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
五
十

五
年
度
に
は
す
べ
て
事
業
が
完
成
し
、
一
般
利
用
に
開
放
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
ダ
ム
貯
水
池
周
辺
の
整
備
、
緑
化
事
業
な
ど
を
進
め
、
好

ま
し
い
貯
水
池
環
境
と
と
も
に
地
域
住
民
に
対
し
「
水
と
緑
の
豊
か
な
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
を
提
供
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
四
か
年
継
続
事
業

で
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

花
貫
ダ
ム
は
、
花
貫
川
総
合
開
発
事
業
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
三
十
五
年

か
ら
予
備
調
査
を
始
め
、
四
十
三
年
に
は
道
路
工
事
が
進
め
ら
れ
、
四
十
五

年
八
月
に
堤
体
工
事
に
着
手
し
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
に
洪
水
調
節
・
不
特

定
用
水
・
水
道
用
水
・
工
業
用
水
の
供
給
を
目
的
と
す
る
多
目
的
ダ
ム
と
し
て

完
成
し
た
貯
水
池
面
積
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
湖
岸
延
長
六
・
｜
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
ダ
ム
で
す
。

ダ
ム
周
辺
事
業
の
総
額
は
、
一
億
二
千
万
円
で
、
ダ
ム
貯
水
堤
よ
り
上
流

の
名
馬
里
が
渕
ま
で
、
”
二
四
○
メ
ー
ト
ル
の
県
道
高
萩
里
美
線
に
そ
っ
て

遊
歩
道
・
砂
場
・
ベ
ン
チ
・
ト
イ
レ
・
案
内
板
・
キ
ャ
ン
プ
場
（
名
馬
里
が
渕
）

四
季
を
通
じ
た
植
栽
（
う
め
・
カ
エ
デ
・
サ
ザ
ン
カ
・
タ
イ
サ
ン
ボ
ク
な
ど
）

を
し
、
芝
を
植
え
る
な
ど
五
十
二
年
か
ら
五
十
四
年
ま
で
に
ダ
ム
周
辺
の
護

岸
工
事
や
植
生
、
縁
地
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。
：
Ⅷ

さ
ら
に
、
今
年
は
ダ
ム
堤
体
下
流
右
岸
の
土
捨
場
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
さ
く
ら
を
中
心
と
し
た
植
生
整
地
で
、
そ
め
い
よ
し
の
三

二三
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市営駐車場唾

百
本
。
山
ざ
く
ら
百
本
。
お
お
し
ま
ざ
く
ら
百
本
・
や
え
ざ
く
ら
五
十
本
の

計
五
百
五
十
本
と
上
木
（
け
や
き
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
な
ど
）
二
百
八
十
本
の
合

計
八
百
三
十
本
が
植
栽
さ
れ
、
遊
歩
道
わ
き
に
は
ツ
ツ
ジ
や
は
ぎ
な
ど
を
寄

せ
植
え
し
防
護
棚
内
は
芝
が
植
え
ら
れ
る
な
ど
、
環
境
の
よ
い
場
所
と
な
り

ま
す
。
ゞ
ゞ
”

袖

乢

抽
ま
た
、
ダ
ム
堤
体
を
通
っ
て
整
地
ま
で
降
り
ら
れ
る
階
段
の
工
事
も
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

花
貫
ダ
ム
環
境
整
備
事
業
が
、
す
べ
て
完
成
し
ま
す
と
、
ダ
ム
堤
体
（
貯

水
門
）
も
歩
道
と
し
て
通
行
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
市
街
地
や
海
が
‐
一
望
で

き
る
施
設
と
し
て
一
般
利
用
者
に
開
放
さ
れ
ま
す
。

碓
花
員
ダ
ム
は
花
園
花
貫
県
立
自
然
公
園
の
南
端
に
位
置
し
、
キ
ャ
ン
プ
場

お
よ
び
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
入
口
に
あ
た
り
、
交
通
の
便
は
市
街
地
か
ら

八
キ
ロ
、
日
立
市
か
ら
二
○
キ
ロ
、
い
わ
き
市
か
ら
約
五
○
キ
ロ
で
へ
近
年

と
く
に
春
秋
期
に
は
利
用
客
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

↑
ダ
ム
周
辺
は
、
今
後
あ
た
ら
し
い
自
然
に
め
ぐ
ま
れ
た
観
光
の
名
所
と
し

て
家
族
連
れ
や
市
民
の
楽
し
い
い
こ
い
の
場
所
と
し
て
大
き
な
期
待
が
よ
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
“
“

ｰ
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おZ
院展に

ア回入選

、
４
９
圃
圃
、
好
き
だ
っ
た
か
ら
、

よ
く
ふ
す
ま
に
描
い
た
ん
で
す
よ
。

そ
の
影
響
か
し
ら
幼
い
と
き
か
ら

絵
が
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で

す
ね
。
と
に
か
く
絵
は
好
き
で
す
。

趣
味
で
描
い
て
い
ま
す
か
ら
、
ほ

と
ん
ど
独
学
的
な
も
の
…
：
心
と
、

語
る
柴
田
玲
子
さ
ん
。

柴
田
さ
ん
は
、
市
内
に
勤
め
て
い

る
か
た
わ
ら
、
余
暇
を
利
用
し
て
日

本
画
に
取
り
く
ん
だ
の
は
、
四
十
五

年
か
ら
で
、
今
年
で
十
年
に
な
る
。

そ
の
間
、
院
展
に
七
回
入
選
し
て

い
る
。
県
展
で
も
十
年
連
続
入
選
。

今
年
の
院
展
の
入
選
作
品
は
、
構

図
に
苦
労
し
た
と
い
う
「
教
会
」
で
、

九
月
七
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
上
野

の
都
美
術
館
で
展
示
さ
れ
た
。
現
在

は
、
県
展
覧
会
員
と
し
て
、
作
品
は

委
嘱
出
品
で
あ
る
。

「
描
い
て
い
る
と
時
間
が
早
い
ん

で
す
よ
。
午
前
一
時
に
な
っ
た
り
し

て
、
今
、
県
展
の
作
品
を
描
い
て
い

る
ん
で
す
。
三
十
号
で
す
け
ど
、
で

き
た
ら
個
展
を
開
い
て
み
た
い
哩
疑

シ
」
一
一
言

が
、
絵
が

柴田玲子さん

（高浜町）

藤 鰹壗

識箪蕊

鍵》

ぶ学で館民公

一
戸
〉

「
こ
の
花
で
す
か
。
こ
れ
は
紫
キ
キ

ョ
ウ
と
ス
ス
キ
で
す
。
ス
ス
キ
の
穂
の

細
か
い
と
こ
ろ
も
丁
寧
に
作
る
ん
で
す

よ
Ｊ
と
、
松
尾
美
代
子
さ
ん
。

松
尾
さ
ん
は
、
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
の

代
表
者
で
あ
る
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
今
年
の
六
月
か
ら

八
月
ま
で
講
座
と
し
て
、
布
や
針
金
を

使
っ
た
手
作
り
の
花
の
指
導
を
受
け
、

九
月
に
ク
ラ
ブ
が
誕
生
。
会
員
は
十
七

名
で
、
ほ
と
ん
ど
が
主
婦
。
平
均
年
齢

は
四
十
才
代
。

「
布
は
、
ア
セ
テ
ｉ
ト
、
シ
ル
キ
ー

生
け
花
を
手
作
り
で

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

な
ど
で
す
。
花
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

布
を
使
い
ま
す
ね
。
ひ
ま
わ
り
、
ポ
ピ

ー
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
コ
ス
モ
ス
な
ど
出

来
あ
が
る
と
き
れ
い
で
す
よ
。
長
も
ち

し
ま
す
か
ら
．
．
…
。
。
友
人
な
ど
に
も
あ

げ
る
ん
で
す
酉
と
、
鈴
木
た
き
さ
ん
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
毎
月
第
一
、
第
二

第
四
の
水
曜
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

三
時
三
十
分
ま
で
、
大
部
憲
子
さ
ん
の

指
導
を
受
け
実
習
し
て
い
る
。

教
材
は
、
月
初
め
に
準
備
し
て
、
二

回
目
に
は
仕
上
げ
て
生
け
る
。

「
針
金
は
、
十
八
番
か
ら
二
十
番
線

以
内
の
も
の
。
先
生
が
デ
ザ
イ
ン
を
用

紙
に
描
い
て
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
か

ら
わ
か
り
や
す
く
、
一
回
で
も
お
ぼ
え

ら
れ
ま
す
函
と
、
上
野
光
子
さ
ん
。

「
花
が
中
心
で
す
が
、
果
実
も
描
き

ま
す
。
草
花
も
色
紙
に
描
い
て
み
る
と

き
れ
い
な
も
の
で
す
よ
。
」
と
話
す
高

居
武
良
さ
ん
。

高
居
さ
ん
は
、
色
紙
絵
ク
ラ
ブ
の
代

表
者
で
あ
る
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年
四
月
か
ら
ク

ラ
ブ
と
し
て
発
足
。
会
員
は
二
十
七
名

い
た
が
、
現
在
は
男
六
名
、
女
十
一
名

の
計
十
七
名
。

「
色
紙
は
各
自
の
持
ち
よ
り
。
顔
彩

や
絵
の
具
を
使
っ
て
描
く
ん
で
す
。
先

生
が
選
ん
だ
花
や
季
節
の
花
が
中
心
．

実
際
に
エ
ン
ピ
ヅ
で
下
書
き
し
て
か
ら

草
花
を
き
れ
い
な
絵
に

｛
） 色

紙
絵
ク
ラ
ブ

w灘灘鯉溌蕊高萩地溺
串出場l
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催しもの：

区交通安全フェスティバル

11月22日出午前10時30分～午後

高萩市文化会館とその周辺

○パレード （駅→文化会館）

○交通安全市民のつどい

○アトラクション

三笑亭夢之助の一行

○安全の広場

公開衝突実験ほか

驚鍵議議識鱸溌議灘蕊鍵蕊鍵嬢溌蕊一

色
を
ぬ
り
つ
け
る
ん
で
す
。
直
接
描
く

人
も
。
：
・
・
・
。
基
本
は
線
の
引
き
方
と
彩

色
で
、
絵
を
ぼ
か
し
た
り
し
て
描
く
と

い
い
絵
に
な
り
ま
す
よ
。
」
と
高
居
さ

ん
は
言
う
。

ク
ラ
ブ
は
、
毎
月
第
二
と
第
四
木
曜

日
の
午
後
六
時
か
ら
八
時
ま
で
。
指
導

者
は
村
田
猛
さ
ん
。

「
筆
は
四
’
五
本
は
必
要
で
す
。
彩

色
用
・
細
書
用
な
ど
。
趣
味
と
し
て
や

っ
て
い
ま
す
か
ら
楽
し
い
で
す
。
自
分

で
描
い
た
絵
を
自
宅
に
飾
っ
た
り
、
知

人
に
あ
げ
た
り
し
ま
す
け
ど
。
」
と
樫

村
春
枝
さ
ん
。

「
野
外
に
出
か
け
て
直
接
描
い
て
み

た
い
。
色
紙
は
、
日
本
人
の
心
の
表
現

と
思
い
ま
す
よ
。
」
と
篠
原
康
夫
さ
ん
。

ク
ラ
ブ
で
は
今
、
会
員
を
募
集
中
。 し

由

(6)



東
地
区
の

５

み
ん
な
の
広
場
に
汕
人

月１１年
さ
る
十
月
十
九
日
（
日
曜
日
）
に
東

５祁
小
体
育
館
で
、
束
地
区
子
供
会
連
合
育

昭
成
会
の
み
な
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、

「
親
子
で
遊
ぼ
う
み
ん
な
の
広
場
」
が

茨
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
元
気
な
チ
ビ

ッ
子
約
三
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
ヤ
ン
グ
登
ホ
ー
ム
利

場
」
毎
月
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各
正
昭
（
鯛

方
面
に
活
躍
し
て
い
る
若
者
を
紹
介
黒
沢
さ

い
た
し
ま
す
。
発
足
時
か

第
１
回
の
今
月
は
、
勤
労
青
少
年
「
準
備

昭和55年11月5

ホ
ー
ム
利

＊日市報たかはぎ第248号

用
者
友
の
会
会
長
の
黒
沢

正
昭
（
郷
歳
）
さ
ん
で
す
。

黒
沢
さ
ん
は
今
年
の
４
月
友
の
会

発
足
時
か
ら
の
会
長
で
あ
る
。

「
準
備
委
員
と
し
て
昨
年
の
暮
れ

か
ら
活
動
し
て
い
た
の
が
、
入
会
の

き
っ
か
け
で
す
ね
。
友
の
会
で
は
利

用
者
の
自
主
的
な
活
動
を
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
み
ん
な
で
楽

し
め
る
よ
う
月
１
回
の
友
の
会
行
事

で
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
・
映
画
会
・
キ

ャ
ン
プ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
要
素
を
多
く
盛
り

親
子
づ
れ
仙
人
が

〃
歩
け
、
歩
け
″

十
月
十
日
（
体
育
の
日
）
に
「
体
力

つ
く
り
市
民
歩
く
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
親
子
づ
れ
畑
名
が
参
加
、

集
合
場
所
の
市
民
い
こ
い
の
森
ま
で
歩

け
歩
け
ノ
．
車
窓
か
ら
の
風
景
と
は
ち

が
っ
た
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

っ
て
い
る
・
友
の
会
会
員
は
前
期
（
４

月
～
９
月
）
約
帥
名
。

「
い
つ
で
も
入
会
大
歓
迎
で
す
。
み

な
さ
ん
も
友
の
会
に
入
っ
て
仲
間
づＬ

回

く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
」
と
託

る
黒
沢
さ
ん
は
友
の
会
活
動
に
忙
し

い
毎
日
で
あ
る
。

込
ん
だ
企
画
を
取

り
入
れ
て
い
ま
丸
」

各
種
行
事
の
企

画
立
案
は
友
の
会

推
進
委
員
（
肥
名
）

の
方
が
中
心
に
行

）

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

活
発
な
意
見
交
換

さ
る
蛆
月
虹
日
、
市
中
央
公
民
館
で

Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
地
区
別
研
修
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
刷
名
。
午

前
は
三
会
場
に
わ
か
れ
た
分
科
会
の
事

例
発
表
の
あ
と
、
午
後
か
ら
全
体
集
会

に
は
い
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
活
発
な
意
見
交
換
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

圭
一
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12月クリスマス・コンサート

「ダーク・ダックス」

）

高
萩
高
校
の
庭
球
Ｏ
Ｂ

部
旗
や
記
念
誌
を
発
刊

県
立
高
萩
高
校
の
軟
式
庭
球
部
後
援

会
で
は
、
加
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

こ
の
ほ
ど
同
校
庭
球
部
に
り
っ
ぱ
な
部

旗
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
誌

別
年
の
あ
ゆ
み
も
発
刊
。
昭
和
４
年
の

同
校
庭
球
部
設
立
か
ら
弘
年
ま
で
の
記

録
が
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

睡
瀦
武
輌

が
熱苓血溌

鍵 ＃

； 息

瀧葱識
難谷

と き ： 12月13日（土)開演6時00分
ところ：高萩市文化会館ホール(全指定席）
入場料：A席2，㈹0円 B席1，500円（高

校生以下500円引）

入場券発売所一田所書店、仲屋書店、ナ
オイ､文化会館、 ﾀｸﾄ楽器
（北茨城）

※入場券は11月10日より発売予定です。

1月の自主文イヒ事業
魅惑のポップス・コンサート
交響楽団：新東京フィルハーモニック

と き ： 1月15日 （成人の日）
ところ：高萩市文化会館ホール

※入場券の電話予約も受けます。
予約お問合せ＝高萩市文化会館3 7411

－冬のスポーツ行事一

親子スキー教室

○と き 56年1月31日仕)～2月1日(' 二|）
○ところ吾.坐高湯スキー場
○対象親と子20組40名
○参加背親子で､16，000円

市民スキー教室
○と き 56年2月20日(金)～2月22日旧）
○ところ j歳王温泉スキー場
○対象一般40名
○参加費 1人18,000円

※申し込みは12月1日(月)～12月13日仕)まで.に

市民体育館（電③2552）へどうぞ。
親子・市民スキー教室とも抽選にて参加者
を決定いたします。抽選日12月15日(月)参加
者決定後、参加費を徴収します。

蕊
灘

鶴織
驚
鴬 埼輻蛾

花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
貢
に
老
人
ク
ラ
ブ
長
寿
会

今
年
の
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

が
決
ま
り
ま
し
た
。
各
部
門
の
入
賞
は

次
の
と
お
り
で
す
。
☆
地
域
団
体
の
部

・
優
秀
賞
高
萩
老
人
ク
ラ
ブ
長
寿
会

☆
職
場
の
部
・
優
良
賞
高
萩
営
林
署

☆
学
校
等
の
部
・
優
良
賞
横
川
・
松

岡
小
学
校
☆
特
別
賞
東
小
学
校

１
１

瀞
鶏

蕊鍵競諜騨辮爵譲‘

I
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リ
ー
か
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
果
物
な
ど
、
｜
般
に
美

容
食
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
も

食
べ
過
ぎ
れ
ば
太
る
の
は
当
然
で
、

米
も
例
外
で
は
な
く
、
食
べ
過
ぎ
れ

ば
同
じ
よ
う
に
太
る
原
因
に
な
り
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
体
の
仕
組
み
か
ら
も

お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
太
る
原
因
は

米
に
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

く
ま
で
も
肥
満
は
、
食
へ
る
こ
と
と

体
を
動
か
す
こ
と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

に
あ
る
の
で
す
。

の
よ
う
に
カ
ロ
リ

ー
の
な
い
も
の
は

別
に
し
て
、
多
か

れ
少
な
か
れ
カ
ロ

米
を
食
べ
る
と
太
る
と
一
部

で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
本

当
で
し
ょ
う
か
。

太
る
原
因
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す

と
、
食
物
か
ら
と
る
カ
ロ
リ
ー
の
量

が
体
を
動
か
す
た
め
に
必
要
な
カ
ロ

リ
ー
を
上
回
っ
た
場
合
に
、
余
分
な

カ
ロ
リ
ー
が
体
内
で
脂
肪
に
変
え
ら

れ
、
皮
下
に
た
く
わ
え
ら
れ
て
太
っ

て

い

は 口
に
す
る
食
べ
物

や
カ
ン
テ
ン
な
ど

わ
た
し
た
ち
が

一
ン
一
の
で
す

旬

’

I
で
は
米
の
カ
ロ
リ
ー
に
つ
い
て
見

十
手
●
季
，
ｌ
」
‐
会
、
「
ノ
。

茶
わ
ん
一
杯
（
約
百
十
グ
ラ
ム
）

の
ご
飯
で
約
百
六
十
カ
ロ
リ
ー
で
す
。

こ
れ
は
、
食
パ
ン
一
枚
の
カ
ロ
リ
ー

と
ほ
ほ
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
食
パ

ン
だ
け
を
何
も
つ
け
ず
に
食
べ
る
と

い
う
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
い
っ
て
い

い
で
し
ょ
う
。
§
ハ
タ
ー
や
ジ
ャ
ム
を

〃

Iぬ

’
ｌ

ぎ
ぬ 葛 １

〃

ー

つ
け
ま
す
と
、
食
パ
ン
に
は
さ
ら
に

カ
ロ
リ
ー
か
加
わ
る
わ
け
で
、
パ
ン

に
比
べ
て
米
は
太
る
と
い
、
７
の
で
は
、

米
が
か
わ
い
そ
う
で
す
。

い
ま
ア
メ
リ
カ
で
は
、
米
を
肥
満

防
止
や
成
人
病
予
防
の
食
事
と
し
て

注
目
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

ア
メ
リ
カ
人
の
食
生
活
の
中
心
に
な

っ
て
い
る
肉
な
ど
、
脂
肪
分
の
多
い

高
力
ロ
リ
ー
な
も
の
に
比
べ
て
米
は

低
カ
ロ
リ
ー
で
、
し
か
も
豊
富
な
栄

養
素
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。

米
の
長
所
で
あ
る
〃
お
い
し
さ
〃

か
つ
い
つ
い
食
べ
過
ぎ
を
誘
い
、
太

る
原
因
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し

卜
よ
』
「
ノ
。

食
欲
の
秋
、
く
れ
ぐ
れ
も
食
べ
過

ぎ
に
は
ご
注
意
を
。

と
こ
ろ
が
、
安
良
川
支
所
の
軒
下
の

巣
が
こ
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
Ｉ
写
真
。

残
念
で
あ
る
。
ス
ズ
メ
な
ど
が
お
そ

っ
て
こ
わ
す
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
こ
ん

ど
の
場
合
は
、
だ
れ
か
か
石
で
も
投
げ

た
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
、
卵
を
う
ん
だ
と
し
て
も
、

か
か
え
る
の
を
、
途
中
で
や
め
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
生
れ
た

と
し
て
も
、
今
年
の
冷
夏
を
し
の
ぎ
、

成
長
し
た
だ
ろ
う
か
と
、
心
配
は
き
り

か
な
い
。

高
萩
市
安
良
川
を
故
郷
と
き
め
た
コ

シ
ア
カ
ヅ
、
ハ
メ
は
、
一
時
の
寒
さ
を
さ

け
た
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
、
何
千
キ
ロ
の

現
に
、
市
内
の
農
村
地
区
に
は
見
か

け
ら
れ
ず
、
前
述
の
二
ヶ
所
だ
け
で
見

る
こ
と
が
出
来
た
。

故
郷
を
追
わ
れ
て

⑭

こ
と
し
も
、
市
内
に
コ

シ
ア
カ
ッ
》
ハ
メ
が
、
駅
束

あ
た
り
と
、
安
良
川
の
農

協
支
所
に
巣
を
つ
く
っ
た
。

こ
の
ツ
バ
メ
は
、
ふ
つ

う
の
ヅ
、
ハ
メ
よ
り
や
や
大

型
、
腰
部
は
赤
色
、
褐
色
の

胸
か
ら
腹
に
か
け
て
、
黒

い
班
点
が
あ
る
。
ま
た
、
ト

ッ
ク
リ
型
の
巣
を
つ
く
る

珍
ら
し
い
ツ
バ
メ
で
あ
る
。

ー

こ
わ
さ
れ
た
巣

空
路
を
飛
ん
で
帰
っ
て
来
た
。

人
家
へ
巣
を
つ
く
る
彼
女
達
？
は
、

人
間
社
会
を
あ
て
に
し
て
生
活
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
人
間
と
共
存
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
一
方
、
人
間
が
彼
女
達
か

ら
受
け
る
利
益
は
は
か
り
知
れ
な
い
。

人
間
が
彼
女
達
を
排
除
す
る
理
由
は

一
つ
も
な
い
・

農
協
の
職
員
さ
ん
は
「
こ
れ
く
ら
い

の
巣
の
キ
ズ
で
は
大
丈
夫
来
年
ま
た
、

や
っ
て
来
る
よ
ノ
・
」
と
筆
者
を
は
げ
ま

し
て
く
れ
た
。

そ
う
だ
来
年
も
、
コ
シ
ア
カ
ッ
バ
メ

が
安
良
川
へ
来
て
く
れ
た
ら
赤
飯
を
た

い
て
お
祝
い
し
よ
う
。
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

こ
わ
さ
れ
た
コ
シ
ア
カ
ッ
バ
メ
の
巣

癖

蕊灘識

霧

§
鍵惑蕊

蕊 蕊

識
蕊 癖蕊

(8)
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こ
こ
で
、
法
名
と
過
去
帳
に
つ
い
て

記
し
て
お
こ
う
。
平
安
時
代
末
期
に
貴

族
が
生
存
中
、
出
家
し
て
法
名
を
つ
け

る
こ
と
が
流
行
し
た
。
平
清
盛
が
出
家

し
て
、
「
浄
海
入
道
」
と
よ
ば
れ
た
の

は
有
名
な
こ
と
で
あ
る
。
法
名
を
つ
け

る
こ
と
が
流
行
す
る
と
、
今
度
は
生
存

中
出
家
し
な
か
っ
た
者
で
も
、
死
ん
で

か
ら
仏
弟
子
と
な
っ
て
、
法
名
を
つ
け

て
も
ら
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
葬
式
を
す

る
風
習
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

満､“”
60 q厳史

10月1日から

農地関係法が

一部改正されました

赤浜妙法寺過去帳

（四十九）

志田諄一

農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
、
農
地
三
年
以
上
で
期
間
満
了
と
同
時
に

法
が
、
今
年
の
十
月
一
日
か
ら
改
正
さ
契
約
解
除
と
な
り
ま
す
。

れ
新
し
く
農
用
地
利
用
増
進
法
が
制
定
▽
小
作
料
の
統
制
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た

き
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
も
の
を
今
年
十
月
一
日
以
降
、
小
作
料

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
は
、
貸
人
、
借
入
の
協
議
で
き
め

▽
農
地
法
の
一
部
改
正
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｈ
農
地
の
権
利
移
動
の
許
可
権
限
は
該
当
さ
れ
る
方
は
、
次
の
こ
と

原
則
と
し
て
農
業
委
員
会
に
な
り
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
し
た
。
従
来
は
知
事
。
①
今
年
の
小
作
料
は
従
来
ど
お
り

口
小
作
料
に
つ
い
て
農
業
委
員
会
の
で
す
。

承
認
を
受
け
れ
ば
物
納
が
認
め
ら
②
五
十
六
年
以
降
の
小
作
料
は
、

れ
ま
す
。
農
業
委
員
会
の
定
め
る
標
準
小

▽
農
用
地
利
用
増
進
法
の
新
設
作
料
を
参
考
に
き
め
て
く
だ
さ

こ
の
制
度
に
よ
る
農
地
の
貸
借
い
・

な
ど
は
、
農
地
法
の
許
可
が
不
要
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
農
業
委
員
会

で
す
。
ま
た
、
貸
借
の
期
間
は
、
事
務
局
（
電
話
⑤
二
一
二
内
線
二
五

三

二

一

三

三

三

一

三

三

三

一

三

一

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

一

三

二

一

三

三

一

三

三

三

三

三

三

一

三

一

三

三

三

三

三

三

一

一

三

三

三

三

一

三

三

三

三

一

一

三

二

三

三

三

三

三

三

一

一

三

三

三

三

三

三

一

王

法
名
は
初
め
は
二
字
名
で
あ
っ
た
ら
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
い
が
、
四
宇
名
の
も
の
も
あ
ら
わ
れ
こ
う
し
て
、
仏
教
信
者
の
誰
も
が
俗
川Ⅱ

そ
の
下
に
禅
定
門
・
禅
定
尼
・
禅
門
．
名
と
法
名
の
二
重
の
名
を
も
つ
こ
と
に
川

禅
尼
・
居
士
・
大
姉
・
庵
、
王
・
法
尼
．
な
り
、
過
去
帳
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。
Ⅲ

信
士
・
信
女
な
ど
の
字
を
加
え
て
、
身
そ
れ
は
、
墓
標
が
法
名
で
記
さ
れ
る
よ
川

分
・
階
級
意
識
を
加
味
す
る
よ
う
に
な
う
に
な
る
と
、
現
世
の
人
間
と
の
つ
な
ⅢⅡ

っ
た
。
そ
の
う
え
、
香
華
院
の
造
立
を
か
り
は
、
法
名
と
俗
名
の
記
さ
れ
て
い
Ⅲ

仮
定
し
て
、
院
号
・
院
殿
号
を
つ
け
加
る
過
去
帳
に
よ
っ
て
知
る
ほ
か
は
な
く
Ⅲ

え
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
な
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅱ

寺
院
へ
の
布
施
に
関
係
し
て
く
る
よ
う
死
亡
し
た
当
人
の
知
ら
な
い
う
ち
に
、
川

績
群
番
頭
從
宅
第
，
九
百
九
十
六

．
嘩
永
十
八
叩
八
Ｎ
廿
八
泓

迦
舞
砲
人
肉
年
八
十
九
返
上

口
銅
垂
謡
癖
必
和
扣
釦
扣
如
釦
蝉
川
冊
八
ｕ

、
胡 備

陸
幽
赤
溢
妙
法
寺
勉
去
脹

妙
怯
弾
三
昧
所
蛍
雌
上
下
近
僻
冊
女
名
松

Ｈ
廷
聖
人
睡
鉦
牲
稗
率
茂
二
泥
一
日

Ⅱ
迦
聖
人
駆
幅
痙
椎
奔
華
垂
剛
唖
ハ
Ⅱ

Ⅱ
政
亜
人
醒
惟
刷
権
廼
翻
域
ハ
川
一
Ⅲ

鮴
11聖

呂人
口

円屋

年良
七元
十町，

三辛

関宮
遁?’
垂型■

’『･ '1
回1I

衆

ロ

軽
郊
九
両
九
十
六
於
惟
好
過
上
幽

絃
部
何
四
十
六’

更
且
処
写
伺
画
ユ
誌
為
早
ユ
ァ
峰

日
催
砲
人
匪
柿
権
搾
畢
却
軸
Ⅱ
廿
八
Ⅱ
逝
去

日
毒
聖
人
配
恥
罹
押
銅
錘
蔀
吟
訓
十
六
Ⅱ

恕織壗雛熱礪剖魁趣辮妙法糎妹載ハ抄、廻妙厩糎坤噛一妙受方

妙皿
性八円
一七 ，l-
p

l I

妙奄
鯖一・F

尼ロ一
三埋

鰔
晶妙
Ⅱ 海

六二

豊妙
三亜見
正血1卜七

夫廿七

一

尼
誕
妙
冊
尼
趣
雌
妙
印
垂
栂
対
妙
空
湖
廿
妙

ウ
ソ
妙
義
日
妙
性
心
中
妙
畳
涯
散
大
■
擁

妙
了
蛛
入
論
坤
畦
〈
妙
肴
尼
峠
互
閲
範
窪
酬
几

ー

I
四
面
厘
十
派

｜
=_I二二二

自
分
の
名
が
変
っ
て
し

ま
い
、
霊
界
で
は
法
名

し
か
通
用
し
な
い
と
い

う
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

死
後
に
ま
で
法
名
に
差

を
つ
け
よ
う
と
い
う
の

で
あ
る
。

「
続
群
書
類
従
」
所
収
の

「
妙
法
寺
過
去
帳
」

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い
て
の

所
得
税
は
、
そ
の
年
最
後
に
支
払
わ
れ

る
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
で
、
毎
月
の
給
料

か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
の
精
算
が

行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
精
算
手
続
を
「
年
末
調
整
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
．

年
末
調
整
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と

っ
て
確
定
申
告
に
代
る
大
切
な
手
続
で

す
か
ら
、
扶
養
控
除
等
申
告
吉
や
保
険

料
控
除
申
告
害
、
住
宅
取
得
控
除
申
告

書
な
ど
に
、
必
要
な
事
項
を
正
し
く
記

載
し
て
、
か
な
ら
ず
勤
務
先
へ
早
め
に

提
出
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
医
療
費
控
除
の
よ
う
に
年
末

調
整
に
よ
っ
て
は
控
除
で
き
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
い
こ
と
は

税
務
署
へ
ど
う
ぞ
。

二
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

善
意
あ
り
が
と
う

Ｕ
時
崎
正
男
さ
ん

社
会
福
祉
の
た
め
に

五
○
、
○
○
○
円

Ｕ
老
人
大
学
の
み
な
さ
ん

老
人
福
祉
の
た
め
に

二
○
、
○
○
○
円

Ｕ
寄
贈
オ
パ
ー
ル
婦
人
会

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ

図
書
棚
冊

侭
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
年
末
調

ー

剋 整
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蕊第墨回:蕊識織斡燕錘議:蕊:癖轌蕊: 1 1月23日旧）

1
蕊蕊産業祭織懲i鐡篭蕊 24日（月）

○と こ ろ高萩市民体育館

▽商工業部門：出品物の展示即売は、 23日午前10時から24日午後4時まで

▽農業部門：22日午後1時から出品物の審査で23日に展示、 24日午後1時から即売

※交通規制： 2日間とも交通規制があり農協うらから高萩小学校の入口まで交通

止になります。

※体育館にはスリッパを持参してください。
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色
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・
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二
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二
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盛況だった第1回の産業祭
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Ｊ
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０
１
，
．

１
１
１
１
１
‘
＃
！
：
！
‐
、
一
．
募
集
人
員

一
市
立
幼
稚
園
の

第
一
幼
稚
園
一
六
○
名

園
児
を
募
集
一

松
岡
幼
稚
園
四
○
名

声
、
Ｊ
１

ｒ

１

ｆ

、

１

‐
１

１

１

，

１

１

ｊ
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１

１

；

Ｉ

ｆ

ｌ

、

母

、

４

Ｊ

、

ｊ

、

‐

！

‐

〃
‐
ｑ
Ｉ
く
』

来
春
、
幼
稚
園
に
入
る
お
子
さ
ん
を
束
幼
稚
園
八
○
名

募
集
し
ま
す
。
秋
山
幼
稚
園
一
六
○
名

◎
入
園
資
格
い
ず
れ
も
一
年
保
育
で
す
。

○
昭
和
別
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
肌
く
わ
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会
学
務

，
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
課
（
電
話
ｅ
’
二
三
一
）
ま
た
は
各

ん
○
市
内
に
居
住
し
て
い
る
お
子
さ
幼
稚
園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
・

ん

一
年
末
・
年
始
の

◎
願
書
の
受
付
期
間
と
時
間

昭
和
弱
年
胆
月
１
日
㈲
か
ら
岨
月
６
一
し
尿
・
ゴ
ミ
収
集
は
早
め
に
）

日
出
ま
で
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
正
◎
し
尿
の
汲
み
取
り
は
早
め
に
ノ
．

午
ま
で
各
幼
稚
園
で
受
け
付
け
ま
す
。
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
皿
月
中
旬
頃

※
入
園
願
書
は
Ⅱ
月
妬
日
㈲
か
ら
各
幼
に
申
し
込
み
を
な
さ
れ
て
も
、
す
で
に

稚
園
で
お
渡
し
し
ま
す
。
混
み
合
っ
て
い
て
年
内
に
収
集
で
き
な
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い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
早
め
に
次
の
業

者
に
申
し
込
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

高
萩
清
掃
社
（
電
話
◎
二
六
五
三
）

飯
島
清
掃
社
（
電
話
ｅ
一
三
六
三
）

十
王
清
掃
社
（
電
話
○
二
九
三
三
二

’
三
二
○
六
）

◎
ご
み
収
集
に
つ
い
て

可
燃
物
収
集
は
胆
月
測
日
で
終
わ
り

ま
す
。
不
燃
物
収
集
は
退
月
鋤
日
の
本

町
、
春
日
町
、
大
和
町
で
終
わ
り
ま
す
。

◎
休
日
期
間
し
尿
・
ご
み
収
集
と
も

哩
月
訓
日
か
ら
１
月
４
日
ま
て

《
戦
没
者
の
追
悼
式
一

吋
と
き
、
月
Ⅱ
日
㈹
岬

午
前
９
時
か
ら
岬

》
と
こ
ろ
高
萩
市
文
化
会
館
恥

酬
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。
御

』
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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Ｅ
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Ｅ

エ

| 日 ご り 少 き ル こ

1日（月）午前10:00～午後3 ：00高萩車検場
2日(火)午前10:00～午後3 :00 高萩市商工

3日体）午前10:00～午前11：30 秋山'1,学校

午前10:00～午後3

午前10:00～午前11

高萩市商工

㈹鋤

’
午後1 ：00～午後2

会

秋山'1,学校

川側河内屋前

下手綱公民館

一㈹

〃 午後2 :10～午後3 :00
4日嗣 午前1() :0()～午後3 :00 ※所･在場所

若栗
沼田商店前 一

年
末
資
金
の

貸
し
付
け
を
し
ま
す
一

一

α
６
１

Ｆ
Ｉ
Ｉ
１
＄
・
１
０
Ⅱ

↓
、
Ｉ

’

Ｊ
、
‐
１
．
，
』

国
民
公
庫
で
は
、
年
末
用
高
品
の
仕

入
れ
、
買
掛
金
や
手
形
の
決
済
・
ボ
ー

ナ
ス
の
支
払
い
な
ど
、
年
末
に
備
え
て

充
分
な
資
金
を
用
意
し
、
中
小
企
業
の

み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。普

通
貸
付
の
貸
付
条
件
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
融
資
額
一
五
○
○
万
円
以
内

（
業
種
か
使
途
に
よ
っ
て
最
高
二
六

○
○
万
円
ま
で
利
用
で
き
る
制
度
も
あ

り
ま
す
。
）

▽
貸
付
期
間

運
転
資
金
五
年
以
内

設
備
資
金
七
年
以
内

く
わ
し
い
こ
と
は
、
国
民
金
紬
公
庫

日
立
支
店
（
電
話
○
二
九
四
’
二
四
’

二
四
五
二
ま
た
は
高
萩
市
商
工
会
（
電

午前10:10～午前10:20

午前10:40～午前11：0(）

5日闇

I印上君田小学校
12月

下君田

松本商店前

横川
豊田商店前

烏曽根
三代商店前

下大能
佐ll l景能宅

午前11 ：20～午後12:00

、
） 午後1 ：30～午後2 ：00〃

午前10:30～午前10：50

午前11 :10～午前11 ：3(）

8日（月）

〃
午前皿:40-午前皿:50上鱗商店前
午前10:00～午後3 ：OO 高萩市商工会

午前11:40～午前11：50

9日(火

※所在場所…･連搬か‘不可能な事業所･を対象とします。

〒

ｉ

ｑ

１

Ｊ

０

ｑ

１

，
、
’
１
グ
ー
～
‐
１
１
，
、
Ｉ
伊
０
１

Ｆ
、
１
．
Ｌ
１
．
，
１
Ｊ
４
１
く
４

－
Ⅱ
月
は

》
個
人
事
業
税
の
納
税
で
す
一

声
■
１
，
Ｉ
Ｊ
Ｉ
①

’
Ｊ
Ｑ
１
Ｊ
ｈ
》

個
人
事
業
税
納
税
者
の
み
な
さ
ん
、

Ⅱ
月
は
個
人
事
業
税
第
二
期
分
の
納
期

に
な
っ
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
制
度
ご

利
用
の
方
は
自
動
的
に
納
付
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い

方
は
最
寄
り
の
郵
便
局
・
金
融
機
関
ま

た
は
高
萩
県
税
事
務
所
の
窓
口
へ
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。
納
期
限
ま
で
に
納
付

さ
れ
ま
せ
ん
と
延
帯
金
が
加
算
さ
れ
、

よ
け
い
な
出
費
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
と
も
納
期
内
に
完
納
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

納
期
は
ｎ
月
型
日
か
ら
ｎ
月
釦
日
ま

で
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
高
萩
県
税
事
務
所
（
電

話
ｅ
二
○
一
九
）
へ
ど
う
ぞ
。

12月の日曜診療のお知らせ 話
○
二
五
○
二
へ
ど
う
ぞ
。

安良 川宍戸医院7日 (3)2318

樫村医院｜大和 町 (2)3156
14日

６

１２
６

詔
２

羽
３

０く
卜王医院 十王町友部

内田病院大和 町 (2)2L37

(2)2235

21日

飯島医院 大 和 町28日

時間は、午前9時から午後4時まで

⑩


